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カンボジア・サッカーのグローバル化
阿　部　利　洋
１　はじめに
　カンボジアのプロサッカーと聞いて、具体的なイメージを思い浮かべること
のできる日本人は少ないだろう。何しろ FIFA の世界ランキングでは、ここ数
年₂₀₀か国中₁₆₀～₁₈₀位のポジションを往復している状態である。サッカーフ
ァンなら、₂₀₁₇年にカンボジア人初のＪリーガーが誕生したニュースを耳にし
ていたかもしれないが、その彼も活躍の機会を得ることなく１年を待たずにピ
ッチを去った。「本田圭佑選手がカンボジア国代表チームの監督に就任」（₂₀₁₈
年８月₁₂日）というサプライズ・ニュースもあり、今後は少しずつ情報が浸透し
ていくものと思われるものの、地味なサッカー新興国（あるいは後進国）の印象
はにわかに拭われないように思われる。
　しかし、プノンペンのオリンピック・スタジアムに足を運ぶと、そうした先
入観とはまた違った光景が繰り広げられていることに気づかされる。その特徴
を短くまとめるなら、「国代表マッチの盛り上がり」と「国内リーグ戦における
外国人アクターのプレゼンス」ということになるだろう。アンダー世代の代表
戦でも、首都のスタジアムに数万人の観客が押し寄せる。西アフリカ強豪国の
アンダー世代の元代表選手と元Ｊリーガーがキレのある動きでゲームを組み立
てる。北朝鮮Ａ代表選手もいる。つまり、カンボジアでは、プロサッカーの諸
側面にわたって、とは必ずしも言えないが、ある部分においては十分に国内人
気が確立されつつあり、一方で、当該社会に独特のグローバル化が進行しつつ
あるのである。この論文では、サッカー新興国としてのカンボジアで、どのよ
うな背景と条件のもとで、どのような形のグローバル化が進行しているのか、
とりわけ日本のアクターに注目することから検討する。
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２　カンボジア・プロサッカーの概要
　カンボジアのサッカーが同国民に人気を博してきたのは比較的最近で、より
具体的には₂₀₁₅年にロシアＷ杯アジア地区２次予選に進出したのがきっかけと
言われる。同国プロサッカーリーグの歴史は、₁₉₇₉年にクメール・ルージュ体
制が崩壊した直後の₁₉₈₂年に始まっており、内戦終了後の₁₉₉₅年には国際試合
にも復帰した
1
。しかし、つい数年ほど前までは、国内サッカーファンの目はテ
レビで観戦できるイングランド・プレミアリーグに向いており、プレーのレベ
ルや試合運営の公正さといった点から国内リーグは敬遠されることが多かった
ともいわれる
2
。
　たとえば選手の給料をとってみても、ローカル選手の平均は₂₀₀～₅₀₀ドルと、
これは役のない警察官や若手教員の₁₅₀～₂₀₀ドルとさほど変わらない。ケガで
キャリアを閉じるリスクのある職業の報酬としては魅力的なものではなく、実
際、大きなホテルに就職すれば安定した環境でより高収入となれば、若者の憧
れの職業にはなりえない。選手としてプロ意識が徹底できる環境とはいえない
のは、運営側にも見出せる課題であった。ある協会幹部が数年前に着任したと
き、彼の目には「単にチームが来てプレーして帰る、の繰り返しで、それぞれ
のチームは自分たちが何を売っているのか考えていない」ものと映った
3
。エン
ターテイメントとしての価値はそこになく、代表選手も国民的スターではなく、
憧れや関心が集合的に喚起される仕組みがなかったというのである。しかし、
近年急速に進む代表チームに関するマネジメントの変革は、欧州を頂点として
展開するグローバルなサッカービジネスのフレームワークが少しずつカンボジ
アにも波及しつつある状況を示しており、「本田監督就任」の動きも、その流れ
の一部に位置づけられる。
　現在のカンボジア国内リーグ（以下Ｃリーグ）は、１部₁₂クラブと２部９クラ
ブで構成されている。この規模は、近隣のタイリーグ（１部リーグ：₁₈クラブ、２
部：₁₈クラブ、３部：₃₂クラブ、４部：₆₄クラブ）やベトナムリーグ（１部：₁₄クラブ、
１ 外務省 HPより。https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/about/hanashi/page₂₃_ 
₀₀₀₈₀₆.html（₂₀₁₈年９月₁₀日アクセス）
２ パニャサスートラ大学講師へのインタビュー（₂₀₁₈年３月、プノンペン）。
３ 筆者によるインタビュー（₂₀₁₇年８月、プノンペン）。
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２部：８クラブ）と比べてもコンパクトなものといえよう。試合入場料は日本円
にして百数十円
4
。現在では国内数ヶ所にスタジアムがあるが、つい数年前まで
はプノンペンのスタジアムのみで試合が行われていた。代表戦とは対照的に、
Ｃリーグの試合における観客動員数は平均して数百名程度であるが、後述のよ
うにシェムリアップを拠点とする日系クラブは₁₀₀₀～₂₀₀₀名動員するなど健闘
している。
３　外国人アクターの関与
₃‒₁　外国人選手によるレベルの底上げ：アフリカ人選手の貢献
　Ｃリーグの試合でまず気づくのは外国人選手のプレゼンスである。FIFAラ
ンキングの印象で試合を見に行くと、そのギャップに驚かされもする。数年前
には「アフリカ人選手がいないとゲームメイクができなかった
5
」、「外国人選手
が参加できないフンセン杯はレベルが低いので人気がない
6
」と言われもしたが、
逆に言えば、多くは西アフリカ諸国出身の移民選手たちによって、攻撃の型や
連携の戦術という点で底上げが図られてきたわけである。たとえば₂₀₁₄年には
Ｃリーグ所属外国人選手₄₁名のうち₂₁名が、₂₀₁₆年には同様にして₄₆名中₂₃名
がアフリカ出身であった（ちなみに日本人選手は₂₀₁₇年₁₂名、₂₀₁₈年₁₆名）。北朝鮮
出身選手が５名になり、インドネシア出身選手が３名入り、英・米・ベラルー
シからも選手が移籍してくるなど、出身国の多様化が進んでいる₂₀₁₈年９月現
在でも、アフリカ出身選手は₆₀名中₁₆名を数えている。これは各チームで外国
人は５名までに制限されており、そのうち一人はアジア出身選手でなければな
らない（アジア枠）とする規定のなかでは、顕著な傾向である。
　グローバル・ビジネスとしてのサッカーは₁₉₉₀年代に急速に進展し、「地元
スタジアムで観戦する地域のスポーツ」から「テレビ放映権とスポンサー料を
めぐるビジネスプラットフォームとしてのスポーツ」にシフトし、世界中の選
手が才能の序列によって欧州５大リーグを頂点とするグローバルな階梯に組み
４ カフェ・チェーン店で３ドル以上のコーヒーが売られている現状では格安の値段設
定であるといえる。
５ パニャサスートラ大学講師へのインタビュー（₂₀₁₈年３月、プノンペン）。
６ Ken Gaddafi, ₂₄ March ₂₀₁₄, http://www.everyday.com.kh/en/article/₂₀₂₄₂.html 
(accessed on ₁₂ September ₂₀₁₈).
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込まれるようになった（片野 ₂₀₁₇；田崎 ₂₀₁₆；モンタギュー ₂₀₁₈）。その後市場
と人気の拡大に伴い、外国人選手に対して高額のサラリーが提示される環境が
世界各地のリーグで整ってきたため、アフリカやラテンアメリカのサッカー強
豪国からは、上述の５大リーグ以外のプロリーグにも多くの選手が拡散するこ
とになった（Elliott and Harris ₂₀₁₅：₁₉₈；Rial ₂₀₁₅）。カンボジアをはじめ東南ア
ジアの各国リーグは、そうしたグローバルな流れのなかで、しかし十分な資金
的バックアップがなかった₁₀年ほど前までは、主としてアフリカ人選手らの補
強によって、ゲームで最もクリティカルな状況（相手および自陣ゴール前での攻
防）を制するという、シンプルだが効果的な戦略を採用してきたのである。こ
の時点でもすでに、₁₉₉₀年代までのように軍や警察などの公務員チームが外国
人選手なしでリーグ優勝を繰り返していた時代から一歩進み、いわば初期のグ
ローバル化が起こっている。しかし、ここ数年のアジア地域におけるあらたな
変化がＣリーグにさらなる影響を及ぼしつつある
7
。月給₃₀₀₀ドル以上の報酬を
得ていると目されるアフリカ人選手も現れた
8
。次節ではこの変化について、と
りわけ日系アクターの関与という点から検討する。
₃‒₂　日系アクター
　本論冒頭に、本田選手のカンボジア代表監督就任のエピソードを取り上げた
が、日本の組織や専門家とカンボジア・プロサッカーの直接的な関係としては、
各方面での連携が先行している。たとえば、Ｊリーグで₂₀₀試合以上審判を務
めた唐木田徹は、₂₀₀₈年からカンボジア・サッカー協会の審判ダイレクターと
して、国際的な水準での試合運営の整備に尽力してきた。また、ブータン代表
監督を務めたことのある小原一典は₂₀₁₅年から技術委員長である。同国のユー
７ アジアにおける変化とは、たとえば「中国スーパーリーグの台頭」や「Ｊリーグの
アジア戦略（₂₀₁₃年～）」、「隣国タイにおけるサッカービジネスの急速な発展」、「₂₀₂₆
年Ｗ杯のアジア枠が増加（₄．₅から₈．₅）」などが挙げられる。
８ 報酬体系については不明瞭な部分も多いが（一時は多く支払われても、その後滞納
する場合があるなど）、クラブオーナーによる勝利給（ボーナス）などを加算すると、
表記の額になる（筆者による選手へのインタビュー、₂₀₁₈年３月）。ちなみに、ベトナ
ム１部リーグのアフリカ人トップ選手の月給は１万ドル超（宇佐美淳「助っ人アフリ
カ人の哀れな結末。ベトナムを騒がせた詐欺事件、選手とクラブが生み出す悪循環」
https://www.footballchannel.jp/₂₀₁₈/₀₅/₂₀/post₂₆₉₉₅₄/（₂₀₁₈年９月１日アクセス）。
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ス代表監督には、₂₀₁₃年以降、壱岐友輔、井上和徳、水島武蔵と、継続して日
本サッカー協会から派遣された指導者が就任している。この動きと並行して、
カンボジア・サッカーリーグは₂₀₁₃年にＪリーグとパートナーシップ協定を締
結した。
　Ｃリーグにおいても、こうした流れを反映したのが二つの日系クラブの誕生
であった。₂₀₁₃年には現在のアンコール・タイガー FC（以下、タイガー FC）の
前身にあたるトライアジア FC が、₂₀₁₄年にアルビレックス新潟シンガポー
ル・プノンペン FC が、それぞれ日本企業の出資・運営によるクラブとしてカ
ンボジアリーグに加わった。アルビレックスは₂₀₁₅年にＣリーグからは撤退し
たが、その後ホンダ・エスティーロ傘下のソルティーロ・アンコール FC（以下、
ソルティーロ FC）が₂₀₁₆年に２部、₂₀₁₇年から１部所属クラブとしてリーグに
参加した。日本以外の外国資本・外国人オーナーによるＣリーグクラブは現在
に至るまで他にない。日系クラブではないが、日本人 GM（池田憲昭）が活躍し
ているクラブとしては、プノンペンクラウン FC がある。
　Ｃリーグでは日系クラブといえども外国人枠
9
があるので、シンガポール・リ
ーグのアルビレックス新潟シンガポール FC のように選手全員が日本人といっ
た事態は生じないが、それでも日本人選手の数は急速に増えてきた。初めて日
本人Ｃリーガーが誕生したのは₂₀₁₁年だが、Ｃリーグにおけるその後のプレゼ
ンスが増加するなかで、ローカルクラブの主将を務める選手も現れた（深澤正博、
Nagaworld FC, ₂₀₁₅‒₂₀₁₆年）。
　このように、目に見える部分で日本人アクターの関与が確認される一方で、
次に見るようにより間接的な、しかしカンボジア・プロサッカーの強化や発展
に寄与する活動もある。たとえばＪリーグは₂₀₁₃年からアジア戦略室（₂₀₁₅年
から国際部）を設置し、アジア各国リーグとの連携を強化しているが、カンボジ
アでは国際交流基金とともに、₂₀₁₄年から指導者派遣や関係者招聘など複数プ
ログラムを継続中である
10
。また、かつてガンバ大阪で主将を務めた木場昌雄が
代表の JDFA（Japan Dream Football Association）は、育成世代の選手強化・才能
９ 各クラブ５名。うち１名はアジア人。試合に出場できるのは３名。
₁₀ 国際交流基金 HPより（https://jfac.jp/culture/projects/asia_football/ ₂₀₁₈年９月
₁₀日アクセス）。
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発掘を目的に₂₀₁₃年からタイ・ベトナム・ミャンマーそしてカンボジアで活動
している。タイでは、育成年代時に日本に派遣された選手がプロ契約可能な年
齢になるなど、将来世代を見据えた関与となっている。さらに、現地紙カンプ
チアトゥマイ（Ｋａⅿｐｕｃʰｅａ　Ｔʰⅿｅｙ）のフォトグラファーを務める石川正頼のよ
うに、まだ現地でサッカーがそれほど注目されていなかった時期（₂₀₁₀年）から、
ローカル・メディアを通じてサッカーシーンの情報提供に尽力してきた存在も
ある。現代におけるスポーツビジネスの基本的なフォーマットが、メディアの
扱いから派生する経済的価値のやり取りであることを考えれば、カメラを通じ
たプレー・イメージの配信は、そのスポーツが社会的な認知を得る上で決定的
な要素である。その点からすれば、カンボジアのスポーツ・ジャーナリズムを
ある意味自主的に開拓した外部アクターが果たした役割を見逃すことはできな
い。
　こうした日本人アクターに加えて、本節ではさらに、クラブ運営の形で直接
にＣリーグに関わっている活動を紹介していきたい。
₃‒₂‒₁　アンコール・タイガー FC
　タイガー FC は、₂₀₁₅年にオーナー会社が変わる形で再出発したクラブだが、
₂₀₁₈年時点で、ホームゲームにおいてＣリーグ一の観客動員数を誇るクラブと
なっている。₂₀₁₇年からは同国中部の観光地であるシェムリアップに拠点を移
し、同じく日系クラブのソルティーロ FC（後述）とともに、地域に根差したク
ラブ運営を進めている。
　私たちからすれば地域密着という言葉は、Ｊリーグや、Ｊリーグ創設時に参
考にしたドイツのケースが想起されるのでいわば聞き慣れた表現だが、数年前
までスバイリエン FC とボーンケット FC 以外のすべてのクラブが首都プノン
ペンをホームとしており、そのうち軍や警察といった公務員クラブが複数存在
していたリーグにおいては、地域密着あるいは「ファンに支えられたクラブ」
という考え方は一般的ではなかった。サッカーボールを配りながら地元の学校
を回って PR をする活動は、（NGO ではない）プロクラブとしては目新しいもの
であった。たとえばナーガワールド FC やプノンペンクラウン FC、スバイリ
エン FC などＣリーグのトップクラブは、携帯電話やホテル、カジノ、ビール、
ゴムプランテーションといった業種の、安定した現地企業の出資を受けており、
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地元ファン獲得のための地道なアウトリーチ活動など行ってこなかった。その
点、タイガー FC は、シェムリアップの企業や店を訪問してスポンサーを募り、
支援者をクラブのウェブページに掲載することで地域企業の広告媒体としての
役割を遂行中である。今季はシェムリアップ出身選手をさらに７名獲得し（カ
ンボジア人選手₁₈名中９名が地域出身）、地元のシンボルとしてのクラブ運営の姿
勢を明確にした。あえて地元出身の選手を多く採用するチーム編成にすること
は、全国から選手を選りすぐるよりもレベルの点でリスクを負うが、その上で
ローカル・アイデンティティが集約されるシンボルとしての足場を固めようと
しているのである。
　他方、タイガー FC は、日本で蓄積されたサッカービジネスのノウハウと日
系企業が有する資金をカンボジアの選手とファンに直接橋渡しするビジョンで
のみ現地展開しているわけでもない。同クラブのオーナー企業である株式会社
フォワードはナイジェリア４部のイガンム FC を所有しており、新たにヨーロ
ッパ周辺リーグのクラブとの提携を検討中であるという
11
。これは、可能性とし
て、提携クラブ間の選手の移動を想定したネットワーク構築であるともいえ、
逆にみれば、カンボジア人選手の国際移籍の可能性を抱かせるものでもある。
日本とカンボジアの２点間で展開するクラブ運営ではなく、グローバルなネッ
トワークを構築するなかで運営を位置づけていることがうかがえる。
₃‒₂‒₂　ソルティーロ・アンコール FC
　ホンダ・エスティーロ傘下のソルティーロ FC もまた、ウガンダとオースト
リアに兄弟クラブをもっており、日系クラブとして直接ローカルの「点」を作
るのみならず、海外リーグ間のネットワークを前提とした運営体制のもとに活
動している。監督以下、選手を含めカンボジア以外での海外での活動経験をも
つクラブメンバーが、そうしたバックグラウンドをローカルの文脈とどのよう
に接続していくか、自覚的に取り組んでいる印象を受ける。
　イギリスでのトレーニングを経て、フィリピン、ベトナム、ラオスでの指導
歴を有する松田裕貴監督は、コーチングの技術的な問題のみならず、それぞれ
の社会的な制約のなかで、どのように多国籍の集団をまとめていくか、という
₁₁ 篠田悠輔 GM へのインタビュー（₂₀₁₈年８月）。
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視点で独自の課題を表現した。そこには、プロ選手・プロクラブという概念自
体の受け止め方の違いの認識や誤解を生まないコミュニケーションの工夫、と
いった（サッカーの技術以外の）要素も多く含まれる。
　運営側も、₂₀₁₇年から１部に昇格してからは、上述のタイガー FC とともに
「シェムリアップの新しい顔」となるべく地域での認知を高めようと工夫して
いる。観光地としてのシェムリアップには、アンコールワットと、外国人客を
ターゲットとした歓楽エリア（パブストリート）が観光コンテンツとして確立さ
れているが、そこにサッカー観戦という要素を新たに根付かせようと活動して
いる。週末にホームゲームがある場合、午前中にアンコールワットを訪れ、午
後から夕方にかけてサッカー観戦、そして夜のパブストリートで飲食するとい
ったプランを想定するわけである。そのために、選手は練習後にボールテクニ
ックのパフォーマンスを披露するべく、パブストリートでの「営業」を敢行す
ることもある。そこでは、サッカーの試合が広く関心を集めるイベントとして
社会的・地域的に確立された状況ではないところで、まずその関心自体を創出
することが求められているのである。ホンダ・ブランドを自覚しているサッカ
ーファン以外のローカル層（や短期滞在の観光客）を取り込もうとするとき、ピ
ッチ上のパフォーマンス向上とあわせて、地元のシンボルとしてのクラブ・ア
イデンティティを、外国資本のクラブがどのように作っていくかという課題に
直面することになるのである。
４　カンボジア社会側のニーズとコンテクスト
₄‒₁　ローカル・メディアにおける外国人アクター
　それでは、カンボジア社会では、サッカーはどのような受け止められ方をし
ており、どのような反応を喚起しており、広い意味でどのような社会的な役割
を果たしていると考えられるだろうか。
　まずは現地紙（クメール語新聞）におけるサッカー関連記事の取り上げ方をみ
てみたい。現地紙におけるスポーツ欄は基本的にサッカーとキックボクシング
によって構成されている。東南アジア選手権のようなメガイベントが扱われる
際には他の種目も取り上げられるものの、通常はその二つのみといっても過言
ではない。紙面の割かれ方や優先度（１面に載る頻度や記事が与えられるスペース）
をみると、まずサッカー、次にキックボクシングといった位置づけである。
39真宗総合研究所研究紀要　第₃₆号
　ここ２～３年の過去記事にみられる傾向としては、次のような特徴を指摘で
きる。
　１つ目は外国人選手の扱いである。以前は個別選手への注目はあまりなかっ
たが、₂₀₁₇年ごろから、アフリカ出身選手を含めてより詳しい紹介、注目が見
られるようになっている。かつては紙面の半分以上を使って取り上げる試合で
あっても、カンボジア人選手の活躍には名前を記載する一方で、外国人の場合
は名前を出さずに「チームが勝った」（Ｐʰｎｏⅿ　Ｐｅｎʰ　Ｐｏｓｔ, ₂₃ May ₂₀₁₆）、「外国人
がゴールした」（Ｐʰｎｏⅿ　Ｐｅｎʰ　Ｐｏｓｔ, ₁₇ August ₂₀₁₆）という表現がとられていた。
それが₂₀₁₇年に入ると変化が見られ、各クラブに所属する外国人選手の紹介や
外国人監督の談話が詳しく載るようになってきた。また、リーグ戦では外国人
選手がゴールを決めるケースが多い
12
ので、ゴールシーンの写真を載せるとなる
と、必然的に外国人選手を多く取り上げることになる（Ｋａⅿｐｕｃʰｅａ　Ｔʰⅿｅｙ, ₁₃ 
May ₂₀₁₇；₂₈‒₂₉ May ₂₀₁₇）。この点については、以前は（同胞選手の活躍だけが消
費する意味のある情報となっているように）同国内に閉じていたゲームに対する視
線が、グローバルなアクターに開かれつつある状況を反映しているといえる。
言い換えれば、それは、同胞選手が活躍するのをおぜん立てし、サポートする
だけの役割だった外国人（助っ人）という認識から、選手のみならず監督も含め
て世界中から才能ある者がＣリーグに参入しており、そうした者たちと、ある
ときは協力し、ある時は競いながらゲームが行われているのだ、という認識へ
の転換である。サッカーというゲーム、あるいはより広くサッカーというもの
の社会的な位置づけが、そのように変化してきたのではないか、ということで
ある。
　２つ目の特徴としては、カンボジア代表への注目であるが、とくにアンダー
世代の国際試合の取り上げ方を指摘できる。日本であればあまり注目されない
であろう、アンダー世代の試合であっても、海外遠征の際には、いつどこでど
のチームとやるのか、監督のコメントは何か、という観点から、試合後のみな
ならず試合前でも大きなスペースが割かれる。「ラオスで行われた女子 U‒₁₅の
大会記事」（Ｋａⅿｐｕｃʰｅａ　Ｔʰⅿｅｙ, ₁₃ May ₂₀₁₇）、「スバイリエン FC の U‒₁₇チーム
₁₂ たとえば₂₀₁₈年９月現在、今シーズンのＣリーグ・トップスコアラーは上位５人が
すべて外国人。うち４人はアフリカ人で、残る１人はブラジル人。
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が、ホーチミン FC の U‒₁₇チームと対戦する。勝てば首相がボーナスを出すと
激励」（Ｋａⅿｐｕｃʰｅａ　Ｔʰⅿｅｙ, ₁₉ May ₂₀₁₇）、「プノンペンクラウン FC の U‒₁₄チー
ムがシンガポールで試合をする（８人の子どもたちの顔写真）」（Ｋａⅿｐｕｃʰｅａ　Ｔʰⅿｅｙ, 
₁₀ June ₂₀₁₇）、「ミャンマーで試合をする U‒₂₂代表選手の発表」（Ｋａⅿｐｕｃʰｅａ　
Ｔʰⅿｅｙ, ₂₀ June ₂₀₁₇）といった具合である。アンダー世代の国際大会は頻繁にあ
るので、それらを細かくフォローするスポーツ面をたどっていくと、カンボジ
アのサッカー代表が、常にグローバルな舞台で勝負しているような印象を抱く
ことになる。また、選手のみならず、代表を指揮する外国人監督、さらには相
手チームの外国人監督（たとえばベトナム U‒₁₇を指揮する井上監督）、あるいはロ
ーカルクラブで働き始めた日本人スポーツドクターのコメント等もついてくる。
上記の紙面構成からは、いわばサッカーがグローバルな文脈への窓であるとい
う視点をうかがうことができるだろう。こうしたまなざしの延長線上に、₂₀₂₃
年にカンボジアで開催される東南アジア選手権で代表チームが活躍する、とい
う期待が掲げられているのである。
₄‒₂　若者文化としてのサッカー
　現代世界においては、サッカーを観戦し、あるいは広い意味で「サッカーフ
ァンになる」ことは、若者世代にとって、ファッションやサブカルチャーと共
通する性格をもつものであることは、しばしば指摘されてきた（Cho, ₂₀₁₃：₅₈₁）。
クラブのユニフォームを着てスタジアムでデートし、フェイスブックやインス
タグラムに友人らと盛り上がる姿を投稿するのは「トレンドに乗っている」こ
となのである。これはカンボジアでも該当する。人口の₆₆％が₃₀歳以下
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という
社会において、サッカーはどのような層のどのような関心を集める（集めうる）
コンテンツであり、あるいは社会的な意味の供給源なのか、と問うならば、若
者にとって「自分たちが主役で／主体として楽しめるスポーツ」として認知さ
れつつあるものだと考えることができる。これはキックボクシング（タイでいう
ムエタイ）と比べると分かりやすい。もちろんキックボクシングの会場にも若
い男女の姿がないわけではないが、その場を大きく占有し、歓声・怒声をあげ
₁₃ ₂₀₁₅‒₁₆年センサスにもとづく UNDP ウェブページより。http://www.kh.undp.org/
content/cambodia/en/home/countryinfo.html（₂₀₁₈年９月₁₂日アクセス）
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ているのは中高年男性である。これは（なぜか警察の派出所から近い）賭博目的で
キックボクシングを TV 放映している街の食堂についてもいえるが、そこに若
い男女の姿はほぼゼロである。プレミアリーグ、リーガエスパニョーラ、ブラ
ジル、メッシ、ロナウド……こうした語彙は新しいグローバル・トレンドなの
であり、それを使いこなすことは、紛争後の新興経済国において政治的・社会
的に十分な若者アイデンティティを発揮しづらい状況にあって、自分たちを世
界とつなげるひとつの機会になるのである。
₄‒₃　ナショナリズムの高揚と中間集団の欠如
　冒頭に、国代表マッチが行われるスタジアムの観客動員数について触れたが、
その勢いはときに過剰との印象も抱かせる。「最近サッカーを始めたような少
年たちの（アンダー世代の）代表戦にそんなに集まるのは、奇妙な感じがする
14
」
というわけだ。たしかにベトナムでも、₂₀₁₈年１月のアジア杯（U‒₂₁）中国大
会で同国代表が決勝に進出した際には、４万人収容のハノイ・ミーディン国立
競技場のパブリック・ビューイングに８万人が押し寄せる熱狂ぶりが伝えられ
た（観衆の多くはピッチ上
4 4 4 4
からスクリーン観戦した）。が、それはアジアトップの座
をかけた試合である。それに比べると、カンボジアの代表チームに対する関心
や人気にはサッカー以外の社会的要因が反映しているように思われる。それは
代表戦の熱気とＣリーグの試合への関心の落差に関するものでもある。
　先述のようにタイガー FC など日系クラブは、ホームゲームにおける観客動
員において善戦している。しかし、プノンペンをホームとするクラブとの対戦
においては、その相手がリーグのトップクラブであっても、平均的な動員数は
₅₀₀を割っている。冷静に個々のプレーや試合運びの妙を見るのであれば、才
能ある移民選手を複数擁する国内リーグ戦もそれなりに面白いはずである。こ
の点について「何かを応援しようとするカルチャーがないからだ」という見方
がある
15
。サッカークラブに限って言えば、「小さいころから（親に連れられてスタ
ジアムで）応援してきたというような体験がない」。たしかに、₁₉₈₀年代まで内
戦が続き、その後も政治的に不安定な時期を経た社会では、そもそもそのよう
₁₄ 現地紙記者。筆者によるインタビュー（₂₀₁₇年₁₂月、プノンペン）。
₁₅ パニャサスートラ大学講師へのインタビュー（₂₀₁₈年６月、プノンペン）。
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な「平和な思い出」を演出する舞台は整っていなかった。また、そうした姿勢
（複数の集団からいずれかを選んで応援することがない）はスポーツチームに対する
ものだけにとどまらないことにも注意する必要がある。つまり、出身学校や所
属する会社、地域共同体（イメージ）、さらには宗教集団や政党など何であれ、
自らを同一化する組織や集団（のイメージ）がなく、あるのは国民というナショ
ナルレベルでの「想像の共同体」（ベネディクト・アンダーソン）だけなのではな
いか、ということなのである。そして何かに同一化する体験が演出され消費さ
れるときに、行為の向かう先がそのレベルに集中する。社会学的な表現をとる
なら、「中間集団」（ロバート・マートン）が存在しない。この点を別の角度から
見るならば、ある集団が自分たちの独自性を主張し、PR し、賛同者を獲得し
ていくという自由競争の原則が ─ さらに付け加えるならば能力主義の原則を
伴って ─ 社会の各側面で遂行されてきていない、という社会背景を認識する
ことにつながる。このような「賛同者獲得の自由競争」が社会運動や企業活動
の基本的な性格であると考えるなら、そのようなアソシエーション型の中間集
団が十分に成立していないのがカンボジア社会の現状であるといえる。
　グローバル・トレンドとしてのサッカーが注目され始め、カンボジア代表の
試合に人々が熱狂する。その様子は、₂₀₀₆年に開廷し、₂₀₁₈年現在まだ終了し
ていないクメール・ルージュ特別法廷への人々の関心が年々希薄化している様
子と合わせて、カンボジアが紛争後社会という移行カテゴリーを脱しつつある
現状を思わせるものだ。他方で、カンボジアのサッカー人気やクラブビジネス
の現状は、紛争後社会というカテゴリーの残滓が垣間見える同国のその他の諸
側面ともつながっている。筆者が、日系クラブの運営担当者に話を聞くたび、
マニュアルのきかない状況でひねりだす工夫に感心しつつ、試合結果を超えて
活動を応援したくなるのは、彼らの取り組みが、紛争後／ポスト社会主義の社
会における「中間集団の創出」という根本的な次元に触れているからなのであ
る。
おわりに
　本論は、カンボジアのプロサッカーの昨今の変化を取り上げ、なかでも日本
人を中心とした外国人アクターによる働きかけに注目することで、その実態を
紹介してきた。
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　前述のように、カンボジアは₂₀₂₃年に東南アジア選手権を自国開催するのに
あわせて、人気スポーツであるサッカー代表チームの強化に取り組んでいる。
スポーツ社会学における古典的な理解（リーヴァー ₁₉₉₆）は依然として有効なよ
うにみえる。すなわち、国民の一体感を演出するのにスポーツのメガイベント
は活用でき、仮に勝ち進むようなことになれば、政治的には多様な立場の人々
も、喫緊の課題をひとまず脇に置き、できれば現状の社会制度・政治運営に対
する受容の気持ちを高めてほしい、という政府側の期待に応えてくれるかもし
れない。サッカーの国代表に対するそうした基本的な方向性が定まっている中
では、（予算を割かずに可能である）外国人アクターの多様な働きかけは、レベル
アップにつながる可能性をもつものであれば、何であれ歓迎される状況にある。
こうして、カンボジア側のみならず、本論で注目した日本側のアクターも、グ
ローバルな活動戦略の中に自らを位置づけつつ、相互作用している様子が見て
取れるのである。カンボジア・サッカーという舞台の上で、それぞれ異なるグ
ローバル戦略のもとで接点を探り合っている状態ということもできるだろう。
　一方で、代表選手の普段のトレーニングと実戦経験が、多くは国内リーグで
行われることを考えれば、そこに注がれる社会各層からの注目は、結果として
国代表チームのパフォーマンスにつながっていくことになるだろう。しかし、
本論で注目したのは、ローカルなコンテクストにおけるアソシエーション型の
中間集団の不在という社会的特徴であり、それが国内リーグ全般に対する社会
的な認知の低さにつながっているのではないか、という視点であった。果たし
て、この点に関する今後の変化は、本論で紹介した日系クラブのイニシアティ
ブによって生じるのか、あるいは政治・経済を取り巻く同国のマクロな状況変
化によってもたらされるのか。本田監督の采配のみならず、こうした観点から
もカンボジア・サッカーの動向を注視していきたい。
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